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→ 成文化（codification）→ 共有化（sharing）→ 定着化（internalization）」というプ
 ロセスによる経営者の経験学習や組織学習が組織能力を高め，長期的な価値創造を実現す
る要因になっている可能性を指摘している。この点も本論文の貢献であると評価できる。 
 しかしながら，本論文にも問題がないわけではない。例えば，本論文が用いている資本
コストの算出では，各年度の投下資本（簿価）がベースになっており，市場価値ベースの
資本コストになっていないという懸念がある。また，負債コストや負債比率の算出におい
ては，短期的な負債と長期的な負債が混在し，必ずしも長期的な観点からの資本コストを
とらえていない可能性もある。また，本論文が対象としているのは，上場企業のみであ
り，M&Aと価値創造の関係やそのメカニズムが日本企業の大多数を占める非上場の中小企
業に当てはまるかどうかは明らかではない。経営者のアテンションや組織学習の研究で
は，一部企業の公表データのみに依存しており，説得性に欠けるという問題が残る。 
 ただし，これらの諸問題は，著者が今後の研究において取り組むべき課題であり，博士
論文としての評価を著しく低下させるものではない。よって，本論文は博士（経営科学）
の学位論文として価値あるものと認める。また，令和2年1月25日，３名の審査委員が論文
内容とそれに関連した事項について試問を行った結果，本論文を合格と認めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
